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　金光文先生は本学建築学科を昭和34年に卒業した後，直ぐに本学大学院工学
研究科建築学専攻に進み修士課程を修了した。その後東京大学大学院博士課
程に入学し，吉武教授のもとで研究し，工学博士の学位を授与された。
　本学修士課程修了時の修士論文は「住宅団地における医療施設の利用に関
する建築計画的研究」である。これはその当時建設直後の団地であった戸数
約1000戸の横浜市の明神台団地について，住民の医療行為を調査分析したも
のである。これは住宅団地住民の医療に関する行動は特異なものであるとの
認識から，住民側からと施設側から調査を行なったものである。この調査結
果から住宅団地の患者数（医療施設利用者数）を人口1000人日対で求め，又
施設の利用先傾向を求めている。更に施設側から利用患者の実態を把握して
いる。これらの結果はその後の住宅団地の医療施設設置計画の基礎資料とし
て利用されている。研究室ではこの調査をその後継続して一定間隔で行ない，
住宅団地の年齢別人口の変イヒ，患者数の変化を知るうえで重要な資料を提供
している。
　同氏は日本における研究の後，韓国ソウルの漢陽大学に迎えられ教鞭をと
り今日に至っている。一方韓国建築学会でも建築計画委員会で建築計画の研
究発展に尽くし，韓国の病院建築指導にもあたり，同氏の設計になる病院建
築も数多くある。この面では韓国病院建築の研究の機関として，韓国病院建
築研究会を建築家・病院管理研究者と組織し，現在その会長をしている。
　このように多くの研究者を育てているが，その中には全国各地の大学で教
鞭をとっている人が多い。
　今回は昭和63年6月28日から8月2日までの34日間訪日したが，日本滞在
期間中は大学での講義，研究会，研究室のゼミ活動に参加する等活発な活動
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を行ない，丁度その時訪日していた漢陽大学李海成学長と共に浜本国際交流
センター所長と韓国教育事情について懇談する機会も持ち有意義であった。
以下にその大要を述べる。
1　大学における講義
　これは昭和63年7月7日に本学工学部建築学科学生，大学院生を対象として
生田校舎5304番教室で行なったものである。
　課題は「韓国における近代建築の発展過程」で韓国における近代建築の発
展を4期に分け，各時代の特長を実例を上げながら述べている。近年ようや
く日本統治から抜け独自の道を進んでいるが，その中でも日本留学経験者と
アメリカ留学経験者が指導的役割を演じてし1る。又民族的伝統を生かしなが
ら如何に近代化を進めるかが最大の課題であることについて述べている。
2　大学教育についての懇談会
　これは昭和63年7月13日に本学工学部建築学科製図室で主に建築学科教官
と大学院生を交えて行なったもので，課題は「韓国の建築教育」である。
　ここでは韓国における建築教育の実態を金光文先生から説明を受けた。韓
国と日本における建築教育の違いは色々あるが今その相違点について述べる
と次の通りである。
　（1）韓国には軍事訓練と兵役がある。
　②　韓国は私立の大学も含めて統一テス・トがある。然しこの統一テストで
　は適性があるかの判断が出来ないので，この他に論文テストを行なってい
　る大学がある。
　（3）大学教育のなかにコンピューターは必修である。
　（4）今までは日本的な建築教育が主流であったが，最近は最初から専門分
　化して教育しようとする考えが出てきた。
　（5）一方大学院教育が充実し大学院大学的考えも出てきた。
3　建築学科浦研究室における活動
　建築学科浦研究室においては滞在中学生のゼミ活動に参加し，山梨県塩山
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市の中で人口減少の激しい地区の一つである一ノ瀬集落の実態見聞の為に行
なったゼミ旅行にも同行し地元の人々との懇談を行なった。
　又研究室で継続的に行なってきた横浜市明神台団地における住民の医療施
設利用に関する実態調査，団地内診療所利用実態調査を金光文先生の来日に
合わせて行なうこととした。ここは前述の様に金光文先生がその第一回調査
を実施した所であるが，その調査を指導した。金光文先生が行なった第一回
調査の時は団地が出来た直後であったので，住民の年齢も若く，出産件数も
多く，団地内集会所で横浜市内の病院から産科の先生が出張診療し，必要に
応じて妊婦の搬送もおこなっていた。又小児を対象とする疾患が多かった。
その後29年が経過し住民の年齢は高くなり，産・小児科の患者数は減少し，
成人病患者が増加してきた。
　医療施設利用先も当初は団地内診療所利用が多かったが，その後周辺に医
療施設が沢山出来たこともあって団地内利用率は低下したかに見える。
　この調査結果の分析をその後金光文先生が帰国後も指導し，又学生が韓国
を訪問する等交流を深めた。
4　日本病院建築協会での研究会
　金光文先生は先に述べたように大学院在学中から医療施設の問題に取り組
んでおり，韓国に帰国し漢陽大学に教官として就任してからも医療施設に関
する研究を継続している。又研究を進める半面病院の設計を手懸け各地に作
品が多数ある。更に病院建築の発展の為に韓国の病院建築関係者を組織して
韓国病院建築研究協会を組織している。そこで私が会長をしている日本病院
建築協会で金先生を招いて「韓国病院建築の発展」についての講演会を建築
会館で開催した。
　そこでは金先生は韓国の病院建築を4期に区分して，その発展過程と最近
の問題点を述べている。即ち
　（1）第1期は1885～1910年で，この時期は韓国に初めて西洋医学が宣教師
　と日本人によって導入された時であるが，1899年には公立病院が設立され
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　後に大韓医院と改名されたQこれは1910年までに全国で13となり，主に低
　所得者の診療にあたった。
　（2）第2期は1911～1945年で，この時期は日本統治が行なわれていた時で
　ある。先きの大韓医院は日本総督府の管轄となり，病院長，医師は日本人
　となる。一方医師教育のため京城帝国大学付属病院が設立されたのは1926
　年であるQ又宣教師の病院も1930年頃から宣教師による診療，病院管理が
　禁止される。この他1932年に初めて民間病院が設立された。
　（3）第3期は1945～1969年であるQ第2次世界大戦終了後であるが朝鮮動
　乱もあり一時医療は空白となるQ然しその後アメリカの医療制度・医学教
　育が導入され，医療施設もアメリカ，スカンジナビア諸国の援助で整備さ
　れる。又宣教師の手による病院開設もみられ，医科大学も各地に設置され
　た。
　（4）第4期は1970年以降現在迄で，この時期は経済成長の時で，医療保険
　制度が整った時でもある。それに伴い患者数も多くなり，政府は民間病魏
　に諸外国からの借款を与え建設を促進した。
　（5）現在病院数は531，病床数は83POOとなっている。然し今日韓国の病院
　は①西洋医学，漢方医学，薬局が混在している。②都市では医療保険未加
　入者がいる。③民間病院が多い。等多くの問題点をもっている。
5　浦会勉強会
　私の研究室では研究室をでたOBが集まって勉強会を駿河台の大学院会議
室その他で定期的に行なっている。金先生の訪日を機にこの勉強会を昭和63
年7月15日に大学院第一会議室で開催し，スライドを使用して韓国建築事情
についての話と討論を行なった。その後で懇親会を行い有意義な一夜であっ
た。
　今回の招請は本学を卒業し韓国で第一線で活躍している金光文先生であっ
たが，金さんが私の研究室の出で，その金さんを本学の交流基金で招請し，
本学の後輩に講義し，又研究室OBとの交流を行うことが出来た。このこと
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は韓国からの留学生も多く，又アジア地区の各国との交流が叫ばれている時
でもあり大変有意義であった。
　この招請にあたって浜本所長はじめセンター事務室の諸氏に大変お世話に
なりました。ここに厚く御礼申し上げます。
、
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